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『少年倶楽部』のころ
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写真よりもリアルに描かれた挿絵。それは、どのような精神から
生み出されたのか。その深さと画家の域を越えた魅力に迫る。

◆大正から昭和戦後にかけて発行された少年
　雑誌を概観する文化史にもなっている労作◆

挿絵の黄金期（大正～昭和初期）を生きた樺島勝一（1888～1965）。
挿絵に徹し挿絵画家であることを誇りとした男の生涯。
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山中峯太郎「敵中横断三百里」の
挿絵、アサヒグラフの四コマ漫画
「正ちゃんの冒険」、帆船・戦艦
などあらゆる風物を自在に描いた。
特にペン画は、他に並ぶ者のない
技法と独自性を誇った。

大橋博之

《目次から》（抄録）

その絵は、海をわたる一篇の詩だ

〈著者の横顔〉 大橋博之（おおはし・ひろゆき）    1959年大阪生まれ。ライター。日本古
典SF研究会・会員。著書に『少年少女　昭和SF美術館』（平凡社）など。編集協力
に『樺島勝一　昭和のスーパー・リアリズム画集』（小学館クリエイティブ）など。
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